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研究成果の概要（和文）：インドシナ地域の社会的弱者層を脅かす「緩慢なるハザード」と地域

復元力の実態を明らかにし、人びとの暮らしと安全に資する実践的対処のあり方を探った。一

連の成果を学術誌等に公表し、同時に、JICA 草の根パートナー型技術協力事業「ベトナム中

部・自然災害常襲地のコミュニティと災害弱者層への総合的支援（H22～H25 年度）」を獲得

し、生業多様化による社会的弱者層の生計向上や災害対処力の強化に資する地域支援活動へと

つなげた。 
 
研究成果の概要（英文）：Setting the study sites in Indochina region, we conducted field 
researches on chronic hazards surrounding vulnerable people, mechanisms of 
resilience in community and practical approaches to enhance livelihood security. We 
identified socio-ecological characteristics, chronic hazards, resilience of community, 
coping activities in natural disaster, and improved approaches for community 
development. The results were reported as academic publication. Remarkable 
achievement was the contribution to implementation, i.e. JICA grassroots project on 
“Integrated approach to the vulnerable to cope with natural disasters in central 
Vietnam (2010-2014)” in order to enhance household economy and, thus, community 
resilience through diversification of livelihood systems. 
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１．研究開始当初の背景 
インドシナ地域では、経済発展が進む一方で、
都市域への人口集中、農村域での過疎化、慢
性的な自然災害の発生、地域資源や生態環境
の劣化、経済格差と貧困層の増大などにより、
環境保全力の低下や災害対処力の脆弱化が

起こっている。加えて、次世代に継承すべき
伝統文化や在来の知識・経験・技術が徐々に
消え、本来、地域社会が持っていた復元力（社
会・生態学的なレジリアンス）が失われつつ
ある。また、幾つかはかつての紛争地域ある
いは激甚災害の被災地域でもあり、復興途上
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にある地域も少なくない。これらの多くは
「緩慢なるハザード」を内包している。この
ような状況にあって、わが国には、国内のみ
ならずアジア地域の環境保全や防災に関し
相応の役割が求められており、多様な地域性
や住民ニーズを反映した具体的で実効ある
地域支援のあり方を示すことが急務である。 
 
２．研究の目的 
インドシナ地域（ベトナム中部とそれに隣接
するラオス、カンボジア）の社会的弱者層（少
数民族、水上生活民、貧困世帯など）を脅か
す潜在的かつ緩慢に進行するハザード（「緩
慢なるハザード」）とそれに対する地域復元
力（レジリアンス）の実態を明らかにし、地
域社会の暮らしと安全に資する実践的対処
のあり方を探るものである。 
 
３．研究の方法 
学術と実践の架橋を意図する徹底したフィ
ールド調査（聞き取り、観察および実証試験）
を基調とする研究を行なう。本研究での基本
課題を要約すると以下の通りである：1）関
連基礎情報の収集と分析；2）「緩慢なるハザ
ード」と問題構造の解明；3）人間活動が生
態環境に及ぼすインパクトの評価；4）在来
生業システムの変遷と地域復元力の解明；5）
地域社会における防災メカニズムの解明；6）
少数民族社会の特性把握と従来の援助アプ
ローチの類型化；7）「住まう」ことが地域復
元力に果たす役割の解明；8）都市域での社
会的弱者層の形成要因とハザードへの脆弱
性の評価；9）地域復元力向上への実践的地
域支援アプローチのモデル試案の作成。 
 
４．研究成果 
インドシナ地域、特にベトナム中部の山岳少
数民族居住地域や水上生活民居住地域、での
社会的弱者層を取りまく自然災害や社会・経
済的な状況やそれに対する地域社会および
世帯レベルでの対処行動や地域復元力が明
らかになった。最終年度にあたる平成 23 年
度は、ベトナム中部における村落調査と国内
外での成果発表を積極的に行なった。 
（1）ベトナム中部における社会的弱者層と
それを取り巻く問題構造の解明：ベトナム中
部フエ市の水上生活民再定住地域では、防災
を一義的な理由として実施された再定住化
政策により暮らしと生業の場を分断された
ことから慢性的な貧困に直面している状況
が明らかになった。経済的貧困は、次世代の
教育や就業を困難にし、いわゆる「貧困の連
鎖」が起こっていることが確認された。行政
機関や援助団体による支援は、「識字教育」
など対症措置にとどまり、問題の根本に向き
合う取り組みが不十分であることが分かっ
た。 

（2）自然災害に対する地域社会および世帯
レベルでの対処行動と災害レジリアンスの
変化：ベトナム中部トゥアティエンフエ省ホ
ンチャ県のラグーン周辺村落において地域
住民への被災経験と防災意識や地域社会や
地方自治体による取り組みなどに関する聞
き取り、家屋の現場計測を行ない、防災面に
おける地域復元力を評価した。経済開放政策
（ドイモイ、1986～）以降、治山治水ダムな
どの社会インフラの整備が進み洪水への脆
弱性は低くなっている。加えて、特に 2000
年代に入ってからの経済成長にともない、
1999 年の大洪水の経験から個人家屋の建て
替えによる地盤のかさ上げや２階建て建築
が行なわれるようになった。ベトナム中部で
は地域社会の相互扶助関係が維持されてお
り、季節的な洪水や自然災害への備えができ
ていることがわかった。 
（3）研究成果の社会実装：学術成果を、論
文 39 件、発表 23 件、図書 6件として公表し
た。また、本研究チームが共同研究機関であ
るフエ農林大学とともに提案した JICA 草の
根パートナー型技術協力事業「ベトナム中
部・自然災害常襲地のコミュニティと災害弱
者層への総合的支援（平成 22 年 10 月～平成
25 年 9 月）」が採択され、生業多様化支援を
軸とするその活動は順調に推移している。 
（4）研究成果の公表：本研究のメンバーに
より、学術誌への論文投稿や学会での講演な
どを積極的に行なった。フエ農林大学（ベト
ナム）、ダナン工科大学（ベトナム）、チャン
パサック大学（ラオス）、王立農業大学（カ
ンボジア）および京都大学の教員と学生によ
るインドシナ地域中部をめぐる国際スタデ
ィーツアー（2012 年 2 月下旬～3月上旬）と
「第 3回インドシナ地域大学連携シンポジウ
ム（シェムリアップ市、3月 9日）」を行なっ
た。 
（5）さらなる学術研究への展開：本研究は、
今年度で終了するが、インドシナ地域での一
連の研究経験や知見を平成 24 年度に採択さ
れた基盤研究Ａ（海外学術調査）「アフロ・
ユーラシア貧困地域での生業多様化と安定
化に向けた水平技術移転の実践的展開（平成
24 年度～28 年度、代表：田中樹）」に引き継
ぎ、同地域と東部アフリカ湿潤地域を視野範
囲に含む学術研究と社会還元の広域化を図
る。 
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